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分子は多孔質構造（空隙を持つ構造）から最密構造へ転移

しようとする強い傾向を普遍的に示します。例えば構成分

子がvan der Waals 力で弱く結びついているだけの分子性

結晶では、空隙を作ってもすぐに分子が再配列を起こして

潰れてしまいます。我々は、有機分子の立体的な噛合を利

用することで、この原理を覆す穴が空いた材料の開発を進

めています（下図左）。

さらに、有機分子の結晶を用いたレーザー光源の開発も進

めています。対称性が高い形を持つ有機分子の結晶では、

分子から発せられる光が結晶内部に閉じ込められて、光共

振現象・レーザー発振現象が起こる時があります。我々は

有機分子結晶の研究を展開する中で、いくつかのデンドリ

マー結晶においてこの「光閉じ込め」現象が発現するとと

もに、そこからレーザー光が得られることを見出しました。

他にも、いくつかの有機材料でレーザー光源の開発に成功

しています。これまで無機材料に支配されていたレーザー

光学に有機化学を持ち込み、境界領域的な研究分野を打ち

立てようと研究を進めています。
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